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研究成果の概要（和文）：EGF受容体(EGFR)シグナリング伝達系の活性化増強は卵子の発生能獲得において重要
であるが、その機序については詳細になっていない。本研究で経腟採卵に先駆けたFSH投与が卵子の発生能を向
上させること、これには、EGFRシグナリングの活性増強が関与していることをRNA-seqにより明らかにした。体
外でFSH投与を模倣するため、FSHのセカンドメッセンジャーであるcAMPモジュレーターで卵丘細胞卵子複合体を
前培養したところ、EGFRシグナリングの増強と、卵子の発生能向上が認められた。以上、EGFRシグナル伝達系の
活性化増強にはcAMPが関与していることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Enhancement of EGF receptor (EGFR) signaling is milestone for acquisition of
 oocyte developmental competence. However, there are limited information in the mechanism. In preset
 study, we observed that FSH administration prior to ovum pick up improved oocyte competence. 
RNA-seq showed that cumulus cells receiving FSH-priming were enhanced EGFR signaling. To mimic the 
FSH administration in vitro, cumulus-oocyte compelexs (COCs) were tread with cAMP modulator, also 
known as the second messengers of FSH, before in vitro maturation (pre-IVM). The pre-IVM improved 
oocyte comptence and ehnaced EGFR signaling. Hence, cAMP may enhance EGFR signaling in bovine COCs.

研究分野：動物生殖学
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１．研究開始当初の背景 
体外生産(IVP)胚の作出は乳および肉牛生産
において，効率的な産子の生産，種雄牛選抜
および交雑育種に大きく貢献している．近年
では経腟生体卵子吸引(OPU)技術の世界的
普及により，IVP 胚の移植数は年々増加して
いおり、更なる IVP胚の生産技術改良が求め
られている。しかしながら、体外成熟培養
(IVM)によって得られたウシ卵子は体内成熟
卵子に比べ発生能が劣る。したがって、卵子
の発生能獲得機構を明らかにすることで、
IVM 卵子の発生能向上が期待できる。卵子
の発生能は卵胞発育過程で徐々に獲得され
ることが知られているが、申請者はこれまでの
研究で卵胞発育過程での EGF 受容体
(EGFR)シグナル伝達系の構築・活性化増強
が卵子の発生能獲得に重要であることを明ら
かにした。しかしながら、その機序については
詳細になっていない。 
２．研究の目的 
本研究では卵丘細胞における上皮成長因子
受容体(EGFR)シグナル伝達系の活性化増強
メカニズムを明らかにすることで，ウシ卵子の
品質向上を目指す。 
３．研究の方法 
FSH のセカンドメッセンジャーである
cAMP モジュレーターおよび卵子分泌因子
であるGDF9/BMP15がEGFRシグナル伝達
系の活性増強に及ぼす影響を明らかにする。
すなわち、成熟培地中への cAMPモジュレ
ーターや卵子分泌因子の添加がウシ卵丘細
胞の分子生物学的変化および卵子の発生能
に及ぼす影響を解析する。 
４．研究成果 
(1) OPUによる COCs採取に先駆けた FSH
の漸減投与が卵丘細胞の EGFRシグナリン
グを増強させ、結果、卵子の発生能を向上
させることを明らかにした。 
(2) この高発生能卵子を取り囲む卵丘細胞
の分子生物学的特徴を RNA-seq により解
析した結果、EGFR シグナリングの増強、
細胞遊走・移動の抑制、抗炎症作用の亢進、
卵丘細胞-卵子コミュニケーションの亢進
が認められた。 
(3) cAMP モジュレーターである dbcAMP
と IBMXの COCsへの前処理が EGFRグナ
リングを増強させ、結果、発生能を向上さ
せることを明らかにした。すなわち、FSH
もしくは EGF 様ペプチド(amphiregulin)刺
激後の卵丘膨化関連遺伝子の発現増加が認
められた。さらに、cAMP モジュレーター
処理による卵子の発生能向上効果は EGFR
チロシンキナーゼ阻害剤によって打ち消さ
れた。 
(4) リコンビナントヒト GDF9/BMP15のヘ
テロダイマー(cumulin)が EGF 様ペプチド
(amphiregulin)誘導による卵子の発生能獲得
を促進させることを明らかにした。 
以上、EGFR リグナル伝達系の活性化増強
には cAMPおよび卵子分泌因子が関与して

いることが明らかになった。 
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